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は
じ
め
に

　
乾
嘉
学
術
史
の
中
で
盧
文
弨
（
一
七
一
七
〜
一
七
九
五
）
は
、
校
勘
学
の
専
門

家
と
し
て
偉
大
な
る
足
跡
を
残
し
た
学
者
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
盧
文

弨
の
校
勘
し
た
古
典
籍
は
幅
広
く
、
経
書
の
み
な
ら
ず
諸
子
・
文
学
書
等
に
及
び
、

そ
の
業
績
は
後
世
の
学
者
に
多
く
の
恩
恵
を
施
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
交
友
関
係
も
主
に
戴
震
・
銭
大
昕
・
段
玉
裁
・
王
念
孫
・

紀
昀
等
の
人
物
が
お
り
、
一
見
す
る
と
考
拠
学
派
の
系
譜
に
属
す
る
人
物
と
目
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
ま
で
の
盧
文
弨
に
対
す
る
多
く
の
先
行
研
究
は
校

勘
学
の
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
盧
文
弨
の
人
物
像
を

そ
の
よ
う
に
捉
え
る
の
は
、
決
し
て
違
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
は
あ
る
人
物
を
そ
の
功
績
を
以
て
、
そ
の
全
人
格
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
乾
嘉
時
代
の
考
拠
学
者
と
理
学
の
関
わ
り
か
た
を
み
て
い
く
と
、
江
藩
の
『
国

朝
宋
学
淵
源
記
』
に
「
六
經
は
服
・
鄭
を
尊
び
、
百
行
は
程
・
朱
に
法
る
」（
１
）

と
記
さ
れ
、
理
学
と
の
対
立
で
は
な
く
協
調
姿
勢
を
示
し
て
い
た
恵
士
奇
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
吉
田
純
氏
は
右
の
恵
士
奇
の
言
辞
に
つ
い
て
「
程
・
朱
が
人
倫
道
徳

と
し
て
持
つ
普
遍
性
を
考
え
る
な
ら
ば
『
百
行
』
は
程
・
朱
に
法
る
と
い
う
の
は
、

何
も
清
朝
に
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
」（
２
）
と
し
て
恵
士
奇
の
右
の
よ
う
な
姿
勢

盧
文
弨
の
理
学
観

　
―
乾
嘉
時
代
の
漢
宋
兼
採
―

若
松

　
信
爾

九
州
女
子
大
学

　
共
通
教
育
機
構

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一
ー
一
（
〒
八
０
七
ー
八
五
八
六
）

（
二
〇
一
五
年
五
月
二
十
九
日
受
付
、
二
〇
一
五
年
七
月
九
日
受
理
）

は
当
時
の
知
識
人
の
思
考
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
と
し
、
別
に
漢
宋
兼
採
的
学
者

と
し
て
翁
方
綱
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
ま
た
他
に
『
孟
子
字
義
疏
証
』
等
で
理
学

批
判
展
開
し
た
戴
震
の
よ
う
な
学
者
も
い
れ
ば
、
晩
年
に
至
り
理
学
を
重
要
視
し

た
段
玉
裁
も
い
る
。
つ
ま
り
、
考
拠
学
者
の
各
人
に
お
い
て
様
々
な
理
学
対
す
る

観
念
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
単
純
に
理
学
（
宋
学
）
と
考
拠
学
（
漢
学
）

の
対
立
と
い
う
図
式
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
盧
文

弨
の
姿
勢
は
、
そ
の
文
集
『
抱
経
堂
文
集
』
等
を
見
て
い
く
と
考
拠
学
と
理
学
の

調
和
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
要
す
る
に
乾
嘉
時
代
は
考

拠
学
全
盛
期
で
は
あ
っ
た
が
、
翁
方
綱
の
み
な
ら
ず
、
後
の
道
光
・
咸
豊
期
の
学

者
の
よ
う
に
漢
宋
兼
採
を
考
え
る
考
拠
家
も
少
な
か
ら
ず
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
、
漢
宋
兼
採
と
も
い
う
べ
き
立
場
を
と
る
盧
文

弨
の
理
学
観
に
重
点
を
置
き
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
概
観
し
て

い
く
。

　
今
回
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
予
め
こ
と
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
甚
だ
遺
憾
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
唯
一
の
先
行
研
究

と
考
え
ら
れ
る
、
張
波
氏
の
中
国
人
民
大
学
二
０
０
四
年
碩
士
学
位
論
文
『
盧
文

弨
程
朱
理
学
思
想
研
究
』
を
入
手
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
未
見
に
終
わ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
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一
、
家
学
と
し
て
の
理
学

　『
抱
経
堂
文
集
』
に
乾
隆
四
十
二
年
の
作
と
し
て
「
三
峯
盧
氏
家
志
序
」
と
い
う

序
文
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
盧
文
弨
自
身
が
自
ら
の
先
世
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。吾

族
の
浙
中
に
在
る
者
は
、
東
陽
を
以
て
最
も
著
は
る
る
と
爲
す
。
前
明
弘

治
朝
の
有
名
な
る
御
史
正
夫
先
生
は
、
理
學
を
以
て
名
あ
り
。（
３
）

こ
れ
に
よ
る
と
盧
氏
の
先
祖
で
著
名
で
あ
っ
た
の
は
、
明
代
弘
治
頃
の
理
学
者
盧

格
、
字
は
正
夫
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盧
格
の
伝
は
『
明
人
小
伝
』
等
の
書

に
あ
り
、
著
書
の
『
荷
亭
弁
論
』
は
『
四
庫
全
書
総
目
』「
子
部
雑
家
類
存
目
」
に

解
題
が
あ
る
。

　
ま
た
曽
祖
父
・
祖
父
に
つ
い
て
は
、
段
玉
裁
の
「
翰
林
侍
読
学
士
盧
公
墓
誌
銘
」

に
「
曽
祖
父
承
芳
、
明
末
建
平
の
令
に
し
て
、
治
績
有
り
。
祖
父
之
翰
、
春
柳
堂

詩
有
り
」（
４
）
と
あ
り
、曽
祖
父
・
祖
父
の
学
問
に
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、

曽
祖
父
は
科
挙
の
関
係
か
ら
理
学
を
修
め
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
祖
父
盧
之
翰
は
盧

文
弨
の
「
先
祖
春
柳
堂
詩
抄
小
序
」
に
「
遂
に
擧
子
の
業
を
廢
し
て
、
壱
ら
詩
を

爲
さ
ん
こ
と
を
意
ひ
、
縄
削
を
假
ら
ず
し
て
自
ら
工
な
り
」（
５
）
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
科
挙
受
験
す
る
こ
と
を
廃
し
、
詩
人
と
し
て
名
を
成
し
た
。
は
っ
き
り
と
理

学
を
修
め
た
と
記
録
さ
れ
る
の
は
、
父
で
あ
る
盧
存
心
で
あ
る
。

　
盧
存
心
、
字
は
敬
甫
、
号
は
玉
巖
と
称
し
た
。『
清
儒
学
案
』
巻
四
十
六
に
短
い

な
が
ら
も
そ
の
伝
が
あ
る
。

盧
存
心
、
初
名
は
琨
、
字
は
玉
巖
、
仁
和
の
人
。
恩
貢
生
。
父
の
之
翰
、
少

く
し
て
孤
、
學
に
力
め
、
喜
ん
で
詩
を
爲
る
。
晩
に
馮
景
・
王
玉
樞
と
詩
社

を
結
ぶ
。
景
女
を
以
て
之
に
妻
は
す
。
業
を
餘
山
に
受
け
、
弢
甫
と
と
も
に

道
義
以
て
相
切
劘
す
。
亦
詩
に
雄
な
り
。
乾
隆
元
年
、
博
学
鴻
詞
に
擧
げ
ら

る
る
も
、
報
罷
す
。（
６
）

　『
清
儒
学
案
』
の
「
字
は
玉
厳
」
と
す
る
の
は
誤
り
で
号
が
王
厳
あ
る
。
こ
こ
に

出
て
く
る
餘
山
・
弢
甫
と
は
労
史
と
桑
調
元
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
は
当
時
有
名

な
理
学
者
で
あ
っ
た
。

　
労
史
、
字
は
麟
書
、
餘
姚
の
人
で
あ
る
。
労
史
の
人
物
と
学
風
に
つ
い
て
は
『
清

史
稿
』
等
に
伝
が
あ
る
。

勞
史
、
字
は
麟
書
、
餘
姚
の
人
。
世
々
農
を
爲
す
。
少
く
し
て
傅
に
就
き
書

を
讀
む
。
長
じ
て
躬
ら
耕
し
父
母
を
養
ひ
、
夜
は
則
ち
披
巻
莊
誦
す
。（
中

略
）
繼
い
で
朱
子
の
近
思
録
を
讀
み
、
立
起
し
て
香
案
を
設
け
、
北
面
稽
首

し
て
曰
く
、「
吾
が
師
是
に
在
り
」
と
、
常
に
自
ら
刻
責
す
。
謂
へ
ら
く
「
天

の
我
に
命
ず
は
、
君
の
臣
に
詔
げ
、
父
の
子
に
詔
げ
る
が
若
し
、
一
た
び
職

を
廢
せ
ば
、
即
ち
嚴
譴
に
膺
り
、
一
た
び
家
業
を
墜
さ
ば
、
即
ち
窮
ま
り
て

歸
る
所
無
し
、愼
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
。
其
の
學
を
論
ず
れ
ば
以
て
不
妄
語
、

不
妄
動
に
始
ま
り
、
即
ち
諸
を
極
め
れ
ば
至
誠
に
し
て
息
む
こ
と
無
し
と
爲

す
。（
７
）

　
こ
れ
を
見
れ
ば
い
か
に
も
厳
格
な
理
学
者
に
感
じ
る
が
、
村
人
を
よ
く
教
導
し

慕
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
何
か
村
内
で
揉
め
事
が
あ
れ
ば
「
鬭

爭
有
れ
ば
、
史
に
就
き
て
質
し
、
往
々
酒
を
置
き
て
解
を
求
む
」（
８
）
と
い
う
具

合
に
村
の
調
停
役
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
し
て
い
た
と
あ
る
。
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労
史
が
没
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
少
々
奇
妙
な
逸
話
が
あ
る
。

　

門
人
桑
元
調
錢
塘
よ
り
來
り
謁
す
、
學
を
論
ず
る
こ
と
數
日
。
將
に
別
れ
ん

と
し
て
、
之
を
送
り
て
曰
く
、「
吾
が
壽
は
三
年
を
過
ぎ
ず
、
恐
ら
く
は
復
び

相
見
ざ
る
な
り
。
行
き
て
之
に
努
め
よ
」
と
。
後
三
年
九
月
、
門
人
汪
鑒
に

謂
ひ
て
曰
く
、「
今
月
を
過
ぎ
ず
し
て
、
吾
將
に
去
ら
ん
と
す
」
と
。
遂
に
徧

く
親
友
の
家
に
詣
り
、
老
者
と
は
敎
へ
る
所
以
を
言
ひ
、
少
き
者
に
は
學
ぶ

所
以
を
言
ふ
。
家
人
を
し
て
木
を
治
め
、
後
事
を
飭
へ
し
め
、
晦
の
前
の
一
夕
、

沐
浴
し
て
衣
を
更
へ
、
榻
を
正
寢
に
移
し
、
炳
燭
晏
座
す
る
こ
と
平
時
の
如
し
、

旋
て
就
寢
す
。
明
晨
、
之
を
撫
で
れ
ば
冰
た
し
。
調
元
其
の
遺
書
十
巻
を
刻

す
こ
と
を
爲
す
。（
９
）

　
こ
れ
に
よ
る
と
労
史
は
三
年
前
か
ら
自
分
の
死
を
予
告
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

何
ら
か
の
疾
患
を
抱
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
記
述
か
ら
は
そ
の
よ

う
な
様
子
は
伺
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
真
に
不
思
議
な
死
に
方
で
あ
っ
た
。
後
に

遺
稿
は
桑
調
元
が
出
版
し
て
い
る
。

　
先
述
の
『
清
儒
学
案
』
に
よ
れ
ば
、
盧
存
心
は
労
史
よ
り
「
業
を
餘
山
に
受
く
」

と
あ
り
、
恰
も
門
人
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
所
以
は『
抱
経
堂
文
集
』巻
第
十
九
所
収
の「
荅
朱
秀
才
理
斎
縉
書
」

と
い
う
書
簡
に
盧
文
弨
が
自
分
の
父
親
に
つ
い
て
の
、
以
下
の
記
述
が
見
え
る
が

故
で
あ
る
。

姚
江
の
餘
山
先
生
は
、
性
行
誠
篤
に
し
て
、
學
ぶ
所
は
一
ら
程
・
朱
に
本
づ

く
。
布
衣
に
し
て
尺
寸
の
勢
い
無
き
も
、
郷
人
望
み
て
敬
を
生
じ
、
其
の
徳

を
薫
じ
て
以
て
善
良
に
爲
ら
ん
こ
と
に
勉
め
る
者
比
比
た
る
な
り
。
先
師
桑

弢
甫
先
生
、
少
年
に
し
て
豪
邁
、
不
可
一
世
な
る
も
、
獨
り
節
を
餘
山
に
折
り
、

著
す
所
を
以
て
、
先
の
徴
士
敬
甫
府
君
に
示
す
。
府
君
其
の
後
に
署
し
、
自

ら
私
淑
の
弟
子
と
稱
す
。（
10
）

　
要
す
る
に
盧
存
心
は
桑
調
元
を
通
じ
て
其
の
著
作
に
触
れ
、「
私
淑
の
弟
子
」
と

は
自
称
し
た
が
、
直
接
労
史
に
入
門
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
同
様
の
記
事
が
柳
詒
徴
の
「
盧
抱
経
先
生
年
譜
」（
以
下
年
譜
と
略
称
す
る
）

に
も
「
父
存
心
、
字
は
敬
甫
、
巖
玉
と
號
す
。
名
儒
勞
餘
山
に
私
淑
し
、
言
行
苟

も
せ
ず
」（
11
）
と
あ
る
所
か
ら
、
労
史
直
門
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
私
淑
の
弟
子

で
あ
ろ
う
。

　
労
史
の
門
人
で
あ
っ
た
桑
元
調
は
盧
存
心
と
友
と
し
て
善
か
っ
た
こ
と
は
前
述

し
た
。「
年
譜
」
に
も
桑
調
元
の
「
予
生
平
兄
事
す
る
友
二
人
、
一
は
盧
敬
甫
、
一

は
朱
予
齋
」（
12
）
ま
た
「
予
の
兄
事
せ
る
は
人
多
き
こ
と
無
し
、
惟
敬
甫
の
み
交

わ
り
最
も
篤
し
」（
13
）
と
い
う
発
言
が
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
乾

隆
元
年
、
盧
文
弨
は
歳
二
十
に
し
て
、
桑
調
元
の
門
下
に
入
っ
て
い
る
。

　
桑
調
元
の
伝
は
『
清
史
稿
』・『
清
儒
学
案
』
に
も
載
る
が
、『
清
史
列
伝
』
が
最

も
詳
細
で
あ
る
。
今
『
清
史
列
伝
』
を
以
て
そ
の
人
と
な
り
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

桑
調
元
、
字
は
伊
佐
、
浙
江
錢
塘
の
人
、
父
は
天
顯
、
性
は
至
孝
、
親
病
め
ば
、

膈
羊
脂
に
合
せ
、
粥
に
和
し
て
以
て
進
む
。
親
死
せ
ば
、
鐺
を
抱
き
て
哭

す
。
人
爲
に
抱
鐺
圖
を
繪
く
。
元
調
少
く
し
て
異
才
有
り
、
筆
を
下
せ
ば
千

言
、
其
の
儕
輩
を
屈
す
。
年
五
十
に
し
て
、
業
を
史
に
受
け
、
性
理
の
學
を

聞
く
を
得
た
り
。
性
耿
介
、
妄
り
に
人
に
交
わ
ら
ず
、
尤
も
取
與
の
辨
を
巖

に
す
。
雍
正
四
年
、
順
天
の
郷
試
に
擧
ら
れ
、
十
一
年
、
會
試
の
後
、
擧
人

の
性
理
に
明
習
せ
る
者
を
遴
選
し
、
八
人
を
得
、
調
元
焉
に
與
か
る
。
特
旨
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も
て
進
士
を
賜
ひ
、
工
部
主
事
を
授
け
ら
る
。
父
の
憂
ひ
に
丁
り
、
盧
墓
す

る
こ
と
三
年
、
服
闋
り
官
に
補
せ
ら
る
。
規
約
を
釐
正
し
、
吏
餽
る
に
羨
金

を
以
て
す
る
も
、
卻
て
受
け
ず
。
旋
て
疾
を
引
き
て
歸
る
。
嘗
て
九
江
濂
溪

書
院
に
主
た
り
、
須
友
堂
を
構
へ
、
史
を
祠
り
、
以
て
淵
源
自
る
こ
と
有
る

を
著
す
。
又
餘
山
書
屋
を
東
皋
の
別
業
に
闢
き
、
友
四
方
の
士
に
敎
ふ
、
一

ら
程
・
朱
を
以
て
法
と
爲
す
。
晩
に
濼
源
書
院
に
主
た
り
て
、
益
々
師
説
を

暢
ぶ
。
著
に
論
語
説
二
巻
有
り
、
言
ふ
所
皆
集
注
の
未
だ
盡
さ
ざ
る
の
義
を

闡
き
、
頗
る
細
密
爲
り
。
又
躬
行
實
踐
録
十
五
巻
、
敬
を
言
ひ
、
仁
を
言
ひ
、

一
ら
程
・
朱
を
宗
と
し
、
持
論
亦
醇
正
を
極
む
。
其
の
時
文
縦
横
排
奡
に
し
て
、

自
ら
一
家
を
成
す
。
弢
甫
集
八
十
四
巻
有
り
。
乾
隆
三
十
六
年
、
卒
す
、
年

七
十
七
。（
14
）

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
気
性
は
激
し
い
な
が
ら
も
純
粋
で
あ
り
、
よ
く
師
の
学
を
伝

え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
盧
文
弨
も
桑
元
調
よ
り
多
大
な
学
問
的
影
響
を
受
け
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　

二
、
読
書
と
理
学

　
吉
田
純
氏
の
指
摘
す
る
所
で
は
、「
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
校
勘
学
者
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
盧
文
弨
の
理
学
に
対
す
る
観
念
を
、
早
い
時
期
に
評
価
し
た
の
は
翁

方
綱
で
あ
ろ
う
」（
15
）
と
あ
り
、『
清
儒
學
案
』
も
「
抱
経
学
案
」
の
前
文
に
お

い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

抱
經
父
師
の
教
を
奉
じ
て
、
勞
餘
山
再
傳
の
弟
子
と
爲
り
、
後
乃
ち
考
訂
校

讐
を
以
て
名
あ
り
。
其
の
學
衆
説
を
博
采
し
、
善
を
擇
び
て
從
ひ
、
往
往
に

し
て
義
理
を
折
衷
す
。
此
れ
其
の
漢
學
の
幟
を
掲
げ
て
、
宋
儒
を
排
擯
す
る

者
と
異
な
る
。
抱
經
學
案
を
述
ぶ
。（
16
）

つ
ま
り
、
盧
文
弨
の
学
問
は
校
勘
学
で
業
績
を
挙
げ
た
が
、
理
学
と
の
折
衷
を
図

る
も
の
で
あ
り
、
考
拠
学
を
以
て
理
学
を
排
斥
す
る
よ
う
な
学
風
で
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
で
は
、右
の
よ
う
の
記
述
さ
れ
る
盧
文
弨
の
学
風
が
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
校
勘
学
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
学
が
詳
論
し
て
い
る
た
め
、（
17
）
こ
こ

で
は
理
学
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
抱
経
堂
文
集
』
巻
十
に
乾
隆
十
四

年
作
成
の
『
与
弟
文
韶
書
』
と
い
う
書
簡
が
あ
り
、
そ
こ
で
盧
文
弨
自
身
が
自
己

の
性
格
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

吾
少
時
の
性
情
直
戇
に
し
て
、
委
曲
に
耐
へ
ず
、
又
讀
書
多
か
ら
ず
、
益
友

も
亦
少
な
し
、
今
に
至
る
ま
で
義
理
の
精
微
を
研
求
し
、
我
の
闕
を
補
ひ
、

我
の
非
を
縄
す
能
は
ず
。
誠
に
吾
弟
に
望
み
無
き
こ
と
能
は
ず
。
吾
意
中
の

言
は
ん
と
欲
す
る
所
の
者
は
、
亦
弟
の
爲
に
盡
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
18
）

　　
書
簡
の
初
段
と
も
い
う
べ
き
部
分
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
謙
遜

の
言
辞
で
は
あ
る
が
、
盧
文
弨
が
理
学
に
対
し
て
自
己
修
養
の
学
と
捉
え
て
い
る

部
分
が
窺
え
る
。
更
に
書
簡
は
盧
家
の
先
祖
の
こ
と
に
言
及
し
た
後
、
自
己
の
幼

い
頃
を
回
顧
す
る
。

吾
の
生
ま
れ
し
時
は
、
正
に
家
中
匱
乏
の
際
に
値
る
。
四
・
五
歳
の
時
、
祖
父

母
親
ら
之
を
撫
養
す
、
稍
く
長
じ
て
、
猥
賤
の
事
に
於
い
て
爲
さ
ざ
る
所
無
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し
、。
嘗
て
糴
ひ
て
官
米
を
得
、
吾
晩
に
學
堂
よ
り
歸
り
恒
に
自
ら
舂
く
な
り
。

（
19
）

　
こ
の
文
言
か
ら
、
盧
文
弨
の
家
が
大
変
貧
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盧
文
弨

が
校
勘
学
に
対
し
て
興
味
を
持
つ
に
至
っ
た
経
緯
も
貧
な
る
が
故
に
そ
の
下
地
が

培
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

吾
時
に
書
を
讀
む
も
、
門
径
の
よ
り
て
入
る
所
を
知
ら
ず
、
鈔
書
を
好
む
も
、

亦
世
間
希
見
の
本
に
非
ず
。
徒
ら
に
日
力
を
此
に
費
や
し
て
、
其
の
當
に
務

む
べ
き
所
に
務
む
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。（
20
）

「
年
譜
」
に
は
盧
文
弨
が
本
格
的
に
校
勘
学
に
志
し
た
の
は
雍
正
十
年
、
十
六
歳
の

こ
と
と
し
、
張
波
氏
の
「
柳
詒
徴
盧
抱
経
先
生
年
譜
補
遺
」（
以
下
年
譜
補
遺
と
略

す
）
で
は
、
雍
正
九
年
の
こ
と
と
す
る
。（
21
）
こ
の
よ
う
な
微
細
な
誤
差
が
あ
る

の
は
、
こ
れ
は
両
書
の
引
く
所
の
資
料
の
「
書
楊
武
屏
先
生
雜
諍
後
」
に
以
下
の

文
言
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

余
年
十
五
・
六
、
人
よ
り
書
を
借
り
て
讀
み
て
、
即
ち
之
を
鈔
す
。
久
し
く
し

て
、
諸
書
の
文
字
の
謬
誤
多
き
を
患
へ
、
頗
る
校
勘
に
志
す
有
り
。（
22
）

　
こ
れ
以
降
、
盧
文
弨
に
と
っ
て
校
勘
学
は
生
涯
を
か
け
て
の
仕
事
と
な
っ
た
こ

と
は
本
稿
で
贅
言
す
る
ま
で
も
無
い
で
あ
ろ
う
。

　『
抱
経
堂
文
集
』
に
は
盧
文
弨
の
膨
大
な
量
の
読
書
と
校
勘
作
業
の
過
程
で
記
さ

れ
た
、
序
跋
類
と
書
簡
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
中
か
ら
主
だ
っ

た
理
学
や
朱
子
に
言
及
さ
れ
た
部
分
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
先
ず
序
跋
類

の
文
を
挙
げ
る
。

①
乾
隆
十
四
年
、「
書
学
蔀
通
弁
後
」

此
の
書
朱
・
陸
の
學
の
異
る
を
別
ち
、
較
然
明
白
に
し
て
、
學
者
之
を
熟
觀

し
て
、
曲
説
の
誤
る
所
と
爲
ら
ざ
る
こ
と
を
庶
ふ
。（
中
略
）
此
の
書
出
て
よ

り
、
二
家
の
學
は
必
ず
強
い
て
同
じ
く
す
べ
ら
ざ
る
を
知
る
。
陸
氏
の
學
は

實
に
禅
よ
り
出
で
、
蓋
し
其
の
身
を
終
へ
る
ま
で
變
は
ら
ざ
る
な
り
。
而
し

て
朱
子
の
學
は
則
ち
屡
々
變
は
り
て
始
め
て
定
ま
る
。
故
に
始
め
は
同
じ
に

し
て
終
は
り
は
異
な
る
こ
と
有
る
も
、
絶
へ
て
始
め
異
な
り
終
は
り
同
じ
な

る
こ
と
無
し
。
其
の
援
據
詳
確
、
底
蘊
を
爬
抉
す
る
を
觀
れ
ば
、
陸
氏
の
襌

爲
る
や
信
に
然
り
。
吾
夫
れ
人
の
惑
へ
る
は
、
固
に
不
可
解
な
る
者
有
る
を

怪
む
。
近
時
の
人
又
陸
子
學
譜
及
び
朱
子
晩
年
全
論
・
朱
子
不
惑
録
等
の
書

を
爲
す
有
り
、
復
び
程
・
王
の
唾
餘
を
襲
ひ
て
少
し
く
其
の
説
を
變
じ
、
以

て
朱
子
の
晩
年
は
其
の
學
は
陸
氏
と
合
す
る
も
、
其
の
論
は
陸
氏
と
異
な
る

と
爲
す
に
過
ぎ
ず
。
此
の
語
更
に
齷
齪
と
し
て
辨
ず
る
に
足
ら
ざ
る
も
、
顧

反
し
て
此
の
書
を
痛
詆
す
。
無
知
の
人
の
道
聽
塗
説
、是
れ
誠
に
何
の
心
ぞ
や
。

（
23
）

　
明
の
陳
建
が
『
学
蔀
通
弁
』
に
よ
り
朱
子
・
陸
象
山
の
学
が
相
違
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
明
瞭
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
の
李
紱
が
『
朱
子
晩
年
全
論
』・

『
朱
子
不
惑
録
』
等
で
、
朱
・
陸
の
学
が
同
様
で
あ
る
と
す
る
の
を
非
難
し
て
い
る
。

②
乾
隆
二
十
五
年
「
書
楊
武
屏
先
生
雑
諍
後
」
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人
の
學
を
爲
す
や
、其
の
徑
途
各
々
よ
り
て
入
る
所
有
り
。
理
學
を
爲
す
者
は
、

程
・
朱
を
宗
と
し
、
經
學
を
爲
す
者
は
、
賈
・
孔
を
師
と
し
、
博
綜
の
學
を

爲
す
者
は
、
貴
與
・
伯
厚
に
踪
け
ん
と
希
ひ
、
詞
章
の
學
を
爲
す
者
は
、
子

雲
・
相
如
を
方
軌
と
し
、
鈔
撮
の
學
を
爲
す
者
は
、
則
ち
初
學
記
・
藝
文
類

聚
の
諸
編
を
漁
獵
し
、
校
勘
の
學
を
爲
す
者
は
、
則
ち
刊
誤
・
考
異
の
諸
作

を
規
橅
と
す
。
人
の
力
は
固
よ
り
能
は
ざ
る
所
有
り
、
兼
・
抑
も
亦
性
情
に

關
し
、
其
の
近
き
よ
り
審
ら
か
に
し
て
從
事
す
。
將
に
終
身
之
を
以
て
せ
ん

と
し
、
而
る
後
以
て
名
を
發
し
業
を
成
す
べ
し
。
其
の
能
く
兼
ぬ
る
所
の
者

有
る
は
、
尤
も
貴
ぶ
に
足
る
な
り
。（
24
）

　
こ
の
文
章
か
ら
は
盧
文
弨
の
学
問
感
が
窺
え
て
非
常
に
興
味
深
い
。
先
ず
盧
文

弨
は
学
問
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
理
学
・
経
学
・
博
綜
・
詞
章
・
鈔
撮
・
校
勘
の
六
種

類
に
分
類
す
る
。
こ
こ
で
言
う
経
学
は
漢
学
あ
る
い
は
考
拠
学
を
意
味
し
、
博
綜

の
学
は
馬
端
臨
・
王
応
麟
の
よ
う
な
学
問
を
指
し
、
鈔
撮
の
学
と
は
類
書
中
か
ら

摘
録
す
る
よ
う
な
学
問
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
人
は
向
き
不
向
き
が
あ
る

た
め
、
自
分
の
好
む
と
こ
ろ
の
学
を
修
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
多
く

の
学
問
を
兼
採
す
る
こ
と
が
尤
も
尊
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴

が
あ
る
。

③
乾
隆
三
十
二
年
「
中
庸
図
説
序
」

文
弨
弱
冠
に
し
て
經
を
桑
弢
甫
先
生
の
門
に
執
り
、
先
生
の
中
庸
の
大
義
を

説
く
を
聞
き
、
支
分
節
解
、
綱
擧
目
張
に
し
て
、
中
間
の
脈
絡
通
貫
融
洽
せ

ざ
る
は
無
し
。
先
生
は
固
に
以
て
朱
子
よ
り
得
る
所
の
者
を
爲
す
こ
と
是
の

如
し
。（
中
略
）
文
弨
も
亦
幸
ひ
に
緒
餘
を
竊
聞
す
る
を
得
た
り
。
試
を
寶

慶
に
按
ず
る
日
の
於
い
て
、
諸
生
例
に
循
ひ
書
を
講
ず
。
君
子
中
庸
の
一
章

を
以
て
進
講
す
る
者
有
り
、
吾
の
素
よ
り
吾
師
よ
り
聞
く
所
の
者
と
未
だ
合

せ
ざ
る
な
り
。
因
り
て
吾
師
の
説
を
擧
げ
て
以
て
諸
生
の
爲
に
正
告
す
。
既

に
著
す
所
の
中
庸
圖
説
を
以
て
來
り
質
す
者
有
り
、
新
化
の
生
員
劉
光
南
な

り
。
其
の
解
す
る
所
平
易
切
實
に
し
て
、吾
舊
に
聞
く
所
と
合
す
る
こ
と
多
く
、

又
朱
子
の
相
當
相
對
の
語
に
本
づ
き
、
以
て
之
に
圖
を
爲
す
。（
中
略
）
入
試

に
及
び
劉
生
は
又
其
の
曹
に
冠
た
り
、
其
の
文
能
く
理
を
以
て
勝
り
、
矜
才

使
氣
以
て
見
長
を
求
め
る
者
と
迥
異
し
、
益
々
其
の
儒
先
の
旨
の
深
き
を
得

る
こ
と
有
り
と
信
ず
る
な
り
。
吾
房
師
漢
陽
の
孫
楚
池
漢
先
生
、
嘗
て
書
を

寓
し
文
弨
に
宜
く
理
學
を
昌
明
し
、
華
に
務
め
て
實
を
棄
て
る
こ
と
毋
か
る

べ
し
と
教
ふ
。
顧
れ
ば
至
る
所
殊
な
り
、
得
易
か
ら
ず
、
既
に
劉
生
を
得
た
り
、

亟
か
に
擧
げ
て
以
て
告
ぐ
。（
25
）

　
盧
文
弨
は
「
年
譜
」・「
年
譜
補
遺
」
に
よ
る
と
、
乾
隆
三
十
一
年
湖
南
学
政
に

任
じ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
宝
慶
県
に
お
け
る
歳
試
あ
る
い
は
科
試
で
、
劉
光

南
と
そ
の
著
書
『
中
庸
図
説
』
に
関
心
を
示
し
、
ま
た
そ
の
試
験
（
お
そ
ら
く
こ

の
試
験
は
科
試
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
）
で
も
劉
光
南
が
一
位
で
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
孫
楚
池
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
は
未
詳
と
し
、

乾
隆
十
七
年
の
項
に
盧
文
弨
が
進
士
と
な
っ
た
と
き
の
同
考
官
で
は
な
い
か
と
し

て
名
前
を
そ
の
乾
隆
十
七
年
の
項
に
記
し
て
い
る
（
26
）
房
師
と
あ
る
こ
と
か
ら

そ
う
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
は
孫
楚
池
が
盧
文
弨
に
理
學

の
隆
盛
な
ら
ん
こ
と
を
訴
え
、
学
政
で
あ
る
盧
文
弨
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
科
挙
と
理
学
に
関
し
て
は
盧
文
弨
の
理
学
観
を

理
解
す
る
上
で
重
要
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
孫

楚
池
に
つ
い
て
は
『
抱
経
堂
文
集
』
に
「
寄
孫
楚
池
師
書
」
と
い
う
書
簡
が
収
め
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ら
れ
て
い
る
。

④
乾
隆
四
十
年

　「
荷
亭
弁
論
跋
」

往
時
章
楓
山
の
東
陽
の
盧
正
夫
に
與
ふ
る
の
書
を
見
る
に
、
其
の
著
論
の
失

を
議
し
、
私
に
亦
其
の
意
を
用
ふ
る
こ
と
過
當
、
或
い
は
未
だ
純
な
ら
ざ
る

こ
と
有
る
を
疑
ふ
。
近
ご
ろ
乃
ち
荷
亭
辨
論
を
得
て
之
を
觀
て
、
始
め
て
其

の
覃
精
研
思
、
實
に
灼
見
有
り
、
唯
理
の
至
是
な
る
者
の
み
歸
と
爲
す
を
知
る
。

古
人
に
徇
ふ
を
輕
ん
ぜ
ざ
る
は
、
此
れ
乃
ち
其
の
深
く
古
人
を
信
ず
る
所
以

な
り
。
百
年
前
、
蕭
山
の
毛
氏
論
を
立
て
務
め
て
朱
子
に
駁
を
與
へ
、
戟
手

裂
眦
し
て
相
向
か
ふ
に
幾
し
。
其
の
言
ふ
所
の
非
を
微
論
す
る
や
、
即
ち
其

の
氣
象
は
、
已
に
迥
に
儒
者
と
侔
か
ら
ず
。
前
輩
山
陰
の
沈
徴
君
冰
壺
清
玉

尚
ほ
其
の
餘
風
に
沿
ふ
、
余
嘗
て
微
か
に
之
を
諌
む
。
徴
君
大
笑
し
て
起
つ
。

朱
子
の
聖
人
に
視
へ
る
こ
と
、
當
に
同
じ
か
ら
ざ
る
べ
き
も
、
其
の
言
一
の

議
す
べ
き
無
し
と
謂
ふ
は
、
是
れ
其
の
思
ふ
所
無
き
者
な
り
。
一
二
の
未
だ

安
か
ら
ざ
る
に
因
り
て
、
遂
に
并
て
其
の
餘
を
疑
ふ
は
、
夫
れ
豈
に
可
な
ら

ん
や
。
此
の
書
經
を
論
じ
て
、
兼
ね
て
古
今
の
事
績
に
及
ぶ
、
往
々
に
し
て

創
獲
多
し
、
之
を
讀
め
ば
、
犁
然
と
し
て
當
る
こ
と
有
り
。
間
々
朱
子
と
異

な
る
者
有
る
も
、
夫
れ
好
み
て
異
を
爲
す
に
非
る
な
り
（
中
略
）
且
つ
恐
ら

く
は
世
人
朱
を
尊
ぶ
こ
と
太
甚
し
、
一
た
び
異
同
有
る
を
聞
か
ば
、
便
ち
以

て
必
ず
採
る
可
き
無
し
と
爲
さ
ば
、
則
ち
深
く
作
者
の
意
を
昧
く
す
。（
27
）

　
こ
の
文
を
要
約
す
れ
ば
、
盧
文
弨
は
明
の
章
懋
が
盧
格
に
与
え
た
書
簡
を
読
み
、

章
懋
が
盧
格
の
著
作
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
し

か
し
『
荷
亭
弁
論
』
を
読
み
そ
の
内
容
は
「
理
の
至
是
」
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、

毛
奇
齢
の
如
く
こ
と
さ
ら
朱
子
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
書
は
朱
子
と

相
違
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
好
ん
で
そ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
世
間

の
人
々
は
朱
子
を
尊
崇
す
る
あ
ま
り
、
少
し
で
も
朱
子
と
相
違
す
る
と
、
必
要
の

な
い
書
と
す
る
が
、
こ
れ
で
は
作
者
の
著
述
の
意
図
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
『
四
庫
提
要
総
目
』「
子
部
雑
家
類
存
目
」
に
お
け
る
『
荷
亭
弁
論
』
に

つ
い
て
は
「
大
抵
の
持
論
は
詭
異
に
し
て
、
朱
子
の
説
を
攻
撃
す
る
こ
と
、
往
々

に
し
て
過
當
な
り
」（
28
）
と
あ
り
、
こ
の
書
に
つ
い
て
の
評
価
は
高
い
と
は
い
え

な
い
。
盧
文
弨
の
先
述
の
「
好
み
て
異
を
爲
す
に
非
る
な
り
」
と
い
う
言
辞
は
何

か
弁
護
す
る
よ
う
な
様
子
に
見
え
る
。
や
は
り
盧
格
が
盧
氏
の
先
祖
に
当
た
る
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
紙
幅
の
都
合
上
以
上
の
四
例
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
当
然
概
ね
理
学
に

対
し
て
の
認
識
は
肯
定
的
で
あ
り
、
③
の
文
の
如
く
学
政
と
し
て
科
挙
に
臨
む
時

な
ど
は
、
積
極
的
に
理
学
に
造
詣
が
深
い
者
を
採
用
す
る
こ
と
に
務
め
て
い
る
。

こ
れ
は
盧
文
弨
が
理
学
と
い
う
学
問
に
対
し
て
人
格
陶
冶
の
み
な
ら
ず
、
政
治
上

で
も
重
要
な
学
問
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
如
実
に
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
②
に
お
け
る
文
で
学
問
を
分
類
し
、「
理
学
」・「
経
学
」
と
し
た
よ
う
に
、
盧

文
弨
の
理
学
観
は
理
学
に
道
徳
・
実
践
の
学
と
い
う
認
識
が
濃
厚
で
あ
り
、
分
類

の
先
頭
に
「
理
学
」
を
配
置
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
「
経
学
」（
考
拠
学
）
よ
り

重
視
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

三
、
書
簡
に
見
え
る
理
学
観

　
前
章
で
は
主
と
し
て
序
跋
類
か
ら
の
理
学
観
を
見
て
き
た
が
、
本
章
で
は
書
簡

か
ら
此
の
問
題
を
窺
っ
て
み
た
い
。
盧
文
弨
の
理
学
観
が
よ
く
表
れ
た
書
簡
と
し

て
は
、乾
隆
四
十
二
年
の
「
荅
彭
允
初
書
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彭
紹
升
（
一
七
四
０
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九
六
）
字
は
允
初
、
号
は
尺
木
居
士
、
江
蘇
長
州
の
人
。
在
家
仏
教
者
と

し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
彭
紹
升
は
乾
隆
二
十
二
年
の
会
試
及
第
で
房
師
が
盧

文
弨
で
あ
っ
た
。

　
書
簡
の
主
な
内
容
は
乾
隆
四
十
一
年
、
彭
紹
升
の
著
書
で
あ
る
『
二
林
居
制
義
』

を
贈
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。

乃
ち
去
年
寄
來
せ
し
二
林
居
制
義
の
一
册
、
巻
を
開
き
て
自
序
を
見
る
に
、

即
ち
大
ひ
に
意
に
愜
わ
ざ
る
者
あ
り
。
夫
れ
年
兄
の
禪
學
に
深
き
は
、
夫
れ

人
に
し
て
之
を
知
り
、即
ち
己
も
亦
自
ら
諱
ま
ざ
る
な
り
。
僕
相
識
よ
り
以
來
、

今
に
至
る
ま
で
巳
に
二
十
餘
年
、
交
情
益
々
熟
す
も
未
だ
嘗
て
年
兄
と
禪
を

論
ぜ
ず
、
亦
未
だ
嘗
て
年
兄
の
禪
を
爲
す
を
砭
せ
ず
。
誠
に
造
化
の
奥
、
鬼

神
の
祕
を
以
て
、
未
だ
研
究
洞
徹
す
る
能
は
ず
し
て
、
彼
の
家
の
言
に
於
い

て
も
又
素
よ
り
未
だ
嘗
て
參
討
せ
ず
、
夫
れ
人
の
質
性
は
固
よ
り
各
々
其
の

適
す
る
所
に
適
し
、
自
ら
反
す
る
能
は
ざ
る
者
有
り
。
古
來
禪
學
中
の
忠
臣

爲
る
も
、
孝
子
為
る
者
復
何
ぞ
限
ら
ん
、
必
ず
し
も
概
行
抹
殺
せ
ざ
る
な
り
。

吾
但
年
兄
の
恬
潔
直
諒
を
取
る
の
み
。（
29
）

　
先
ず
盧
文
弨
は
贈
ら
れ
て
き
た
『
二
林
居
制
義
』
の
自
序
を
見
て
、
大
い
に
不

満
で
あ
る
旨
を
開
陳
す
る
。
そ
し
て
二
十
年
以
上
に
及
ぶ
彭
紹
升
と
の
交
流
に
お

い
て
、
彭
紹
升
が
禅
学
に
造
詣
が
深
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
今
ま
で
論
じ
た
り
、
批
判
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
ま
で
の
交
友

は
ひ
と
え
に
彭
紹
升
の
人
柄
が
清
ら
か
で
正
直
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

以
下
盧
文
弨
は
不
満
の
原
因
と
も
い
う
べ
き
問
題
を
指
摘
す
る
。

今
時
文
を
以
て
孔
子
・
孟
子
の
言
を
詮
か
に
し
、
序
に
乃
ち
夢
中
の
二
境

に
託
し
て
以
て
旨
趣
を
標
明
す
る
も
、
固
よ
り
已
に
褻
越
に
し
て
尊
か
ら

ず
。
乃
ち
一
は
則
ち
「
夢
に
老
師
と
爲
り
皋
比
を
擁
し
、
羲
・
文
・
周
・
孔

の
教
へ
を
闡
か
に
し
、
圜
ら
せ
て
聽
者
百
千
人
に
し
て
、
之
を
樂
し
む
の
み
」

と
。
又
「
夢
に
衲
子
と
爲
り
、
空
山
趺
座
し
、
六
根
蕭
寂
、
五
蘊
廓
然
な
ら
ば
、

則
ち
之
を
樂
む
」と
。
何
ぞ
年
兄
此
の
之
に
中
り
て
紛
と
し
て
静
な
ら
ざ
る
や
。

夫
れ
夢
に
因
を
成
し
、
年
兄
自
賢
の
見
有
り
、
而
し
て
以
爲
へ
ら
く
百
千
人

皆
己
に
若
く
は
莫
き
な
り
と
、
是
を
以
て
夢
の
中
に
此
の
一
境
有
る
な
り
。

衲
子
の
若
き
は
、
殆
ど
夙
根
と
云
ふ
所
の
者
に
似
た
り
、
今
は
但
未
だ
祝
髪

せ
ざ
る
の
み
。
斯
れ
を
し
て
金
剛
を
詮
に
し
、
楞
嚴
を
釋
せ
し
む
る
な
る
は
、

吾
又
何
ぞ
責
め
ん
。
乃
ち
今
以
て
四
書
の
義
の
編
に
冠
す
る
は
、
豈
に
其
れ

倫
な
ら
ん
や
。
儒
を
援
き
て
墨
に
入
る
る
す
ら
且
つ
不
可
な
り
、
況
や
大
聖

大
賢
を
抑
へ
て
之
を
し
て
皆
西
方
氏
の
教
へ
よ
り
出
づ
と
せ
し
む
れ
ば
、
則

ち
罪
を
名
教
に
得
る
こ
と
甚
だ
大
な
り
。（
30
）

　
盧
文
弨
は
『
二
林
居
制
義
』
の
序
文
に
あ
る
二
境
、
即
ち
「
夢
中
に
老
師
と
為

り
云
々
」
と
「
夢
に
衲
子
と
爲
り
云
々
」
に
つ
い
て
反
駁
す
る
。
前
者
は
彭
紹
升

の
自
ら
を
賢
と
す
る
傲
慢
な
考
え
を
表
明
す
る
も
の
と
し
、
後
者
は
「
衲
子
」
と

し
て
『
金
剛
経
』・『
楞
嚴
経
』
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
な
ん
ら
問
題
は
な
い
が
、

釈
氏
の
義
を
以
て
儒
学
の
四
書
を
説
く
よ
う
な
真
似
は
名
教
の
罪
人
と
な
る
で
あ

ろ
う
と
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
次
に
盧
文
弨
は
こ
の
書
の
内
容
に
、
言
及
す
る
。

理
学
に
関
す
る
部
分
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

今
年
兄
の
云
ふ
所
の
小
儒
、
云
ふ
所
の
臆
説
と
は
何
人
ぞ
や
。
是
明
明
と
し

て
朱
子
を
指
す
の
み
。
朱
子
は
大
儒
に
し
て
、
古
今
の
駁
難
一
な
ら
ざ
る
も
、

其
れ
朱
子
に
於
い
て
は
無
傷
な
り
。
而
れ
ど
も
年
兄
乃
ち
筆
を
肆
に
臆
を
逞
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し
く
し
て
、
安
ん
ず
る
所
を
顧
ざ
る
こ
と
此
の
如
し
。
即
ち
先
輩
を
以
て
論

ず
る
も
、
意
見
各
々
殊
る
。
尚
ほ
當
に
其
の
辭
を
婉
約
に
す
べ
し
、
寧
ぞ
朱

子
を
謂
ひ
て
横
に
詈
る
こ
と
斯
の
若
き
や
。
首
編
此
の
如
し
、
是
を
以
て
未

だ
徧
く
觀
る
に
及
ば
ず
。
蓋
し
他
作
の
理
に
合
ふ
者
有
り
と
雖
も
、
亦
此
の

經
を
離
れ
道
に
畔
く
を
救
ふ
無
し
。
年
兄
の
書
を
得
る
に
及
び
、
自
ら
數
題

を
擧
げ
、
朴
實
に
し
て
理
を
説
き
、
正
に
洙
泗
の
傳
、
程
・
朱
の
奥
を
發
明

す
と
謂
ふ
。
僕
因
り
て
取
り
て
覆
閲
す
。
自
古
皆
有
死
編
の
後
に
自
ら
記
し

て
「
惟
だ
此
の
一
事
實
の
み
、
餘
の
二
は
即
ち
真
に
非
ら
ず
」
と
云
ふ
が
如

き
は
、
案
ず
る
に
此
の
二
語
は
本
は
法
華
經
に
出
づ
、
事
は
本
法
の
字
に
作
る
。

（
31
）

　
彭
紹
升
が
著
作
中
等
に
お
い
て
朱
子
に
対
し
「
小
儒
」・「
臆
説
」
等
の
語
彙
を

用
い
て
批
判
し
こ
と
に
つ
い
て
、
盧
文
弨
は
猛
反
発
す
る
。
首
編
か
ら
こ
の
よ
う

な
論
調
で
あ
れ
ば
、
全
編
見
る
に
及
ば
な
い
と
し
、
そ
の
内
容
の
「
經
を
離
れ
道

に
畔
く
」
こ
と
は
救
い
よ
う
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
語
彙
に
『
法
華
経
』
等
の
仏

典
か
ら
採
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
結
果
盧
文
弨
は
彭
紹
升
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
忠
告
す
る
。

今
年
兄
の
爲
に
計
れ
ば
、
其
の
大
い
に
理
を
害
す
る
者
を
擇
び
、
亟
か
に
之

を
火
く
に
若
く
は
莫
し
。（
32
）

　
つ
ま
り
、
理
学
に
対
し
て
有
害
な
る
部
分
を
焚
棄
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
盧
文
弨
が
徹
底
し
た
理
学
擁
護
の
立
場
を
と
っ
て
い
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
彭
紹
升
は
こ
の
『
二
林
居
制
義
』
を
戴
震
（
一
七
二
三
〜
一
七
七
七
）
に
も
贈

呈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
戴
震
の
返
書
が
有
名
な
「
答
彭
進
士
書
」
で
あ
る
。

足
下
の
主
と
す
る
所
の
者
は
、
老
・
莊
・
佛
・
陸
・
王
の
道
な
り
。
而
れ
ど

も
稱
引
す
る
所
は
、
盡
く
六
經
・
孔
孟
・
程
朱
の
言
な
り
。
誠
に
其
の
實
を

愛
さ
ん
か
、
則
ち
其
の
實
此
よ
り
遠
し
。
如
し
誤
る
に
老
・
莊
・
佛
・
陸
・

王
の
實
を
以
て
、
其
の
實
と
爲
さ
ば
、
則
ち
彼
の
言
、
親
切
著
明
に
し
て
、

而
も
此
は
遷
就
傅
合
を
費
や
す
。
何
ぞ
示
す
に
親
切
著
明
な
る
者
を
以
て
せ

ざ
ら
ん
や
。（
33
）

　
戴
震
は
彭
紹
升
の
思
想
の
中
核
が
老
荘
・
仏
教
・
陸
王
学
に
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
引
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
全
て
、
六
経
・
孔
孟
・
程
朱
の
言
辞
で
あ
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
、
老
荘
・
仏
教
・
陸
王
の
学
を
、
孔
・
孟
、
程
・
朱
の
学
同
様

で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
る
。
更
に
見
て
い
く
と
次
の

よ
う
に
記
す
。

愛
す
る
所
の
者
は
、
釋
氏
の
實
な
り
、
其
の
實
を
愛
し
て
其
の
名
を
棄
て
、

其
の
名
を
借
り
て
陰
に
其
の
實
を
易
へ
る
は
、
皆
誠
に
於
い
て
虧
く
る
有
り
。

（
34
）

　
実
際
に
彭
紹
升
の
好
ん
だ
思
想
は
仏
教
で
あ
り
、
戴
震
は
中
身
は
仏
教
な
の
に

名
称
を
理
学
に
借
り
る
の
は
、
誠
実
さ
に
欠
け
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
部
分
を
見
れ
ば
、戴
震
も
盧
文
弨
同
様
こ
の
著
作
に
関
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、周
知
の
如
く
戴
震
は
反
理
学
的
立
場
の
学
者
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
僕
の
私
心
、
足
下
に
期
望
す
る
は
、
猶
ほ
此
に
在
ら
ず
。
程
・
朱
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の
理
を
以
て
物
有
る
が
如
く
、
天
よ
り
得
て
心
に
具
わ
る
と
爲
し
、
天
下
後

世
の
人
々
の
、
己
に
在
る
の
意
見
に
憑
り
て
、
之
を
執
り
て
理
と
曰
ふ
を
啓

き
て
、
以
て
斯
の
民
に
禍
し
、
更
に
淆
る
に
無
欲
の
説
を
以
て
し
て
、
理
を

得
る
に
於
い
て
益
々
遠
く
、
其
の
意
見
を
執
る
に
於
い
て
益
々
堅
く
、
而
し

て
斯
の
民
に
禍
す
る
こ
と
益
々
烈
し
。
豈
に
理
の
斯
の
民
に
禍
す
る
な
ら
ん

や
。（
35
）

　
今
後
、
彭
紹
升
に
期
待
す
る
所
を
述
べ
ん
と
し
て
、
戴
震
は
理
学
批
判
を
展
開

し
て
い
く
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
戴
震
は
盧
文
弨
と
は
ま
っ
た
く
立
場
を
異
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
盧
文
弨
は
『
孟
子
字
義
疏
証
』
に
代
表
さ
れ
る
戴
震
の
独
自
の
思
想
を
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｂ
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン
氏
は
こ
の
点

に
つ
い
て
、
盧
文
弨
と
銭
大
昕
が
発
表
し
た
戴
震
の
伝
記
に
ふ
れ
て
、
当
時
の
考

拠
家
達
が
戴
震
の
哲
学
的
著
作
に
関
心
を
示
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
）
つ
ま
り
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
『
孟
子
字
義
疏
証
』
は
評
価
さ
れ
る
べ
き

著
作
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
乾
隆
四
十
四
年
の
書
簡
「
荅
朱
秀
才
理
斎
縉
書
」
を
見
て
み
る
。
朱
縉
、

号
は
理
斎
と
い
う
外
は
、そ
の
人
物
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
書
簡
中
に
「
足

下
の
印
す
る
所
の
餘
山
遺
書
」
と
あ
る
所
か
ら
労
史
の
門
下
生
か
、
そ
の
関
係
者

で
あ
ろ
う
。

來
書
を
讀
み
義
を
陳
ぶ
る
こ
と
甚
だ
高
し
、
夫
れ
雜
學
は
經
學
に
如
か
ず
、

而
し
て
窮
經
の
道
は
又
理
を
研
め
る
に
在
り
。
理
は
何
を
以
て
明
ら
か
に
す

る
や
。
要
す
る
に
身
體
に
在
り
て
之
を
力
行
し
、
時
時
省
察
し
、
處
處
體
験

す
れ
ば
、
即
ち
米
鹽
の
瑣
、
寝
席
の
褻
、
何
く
に
在
り
や
道
に
非
ざ
る
こ
と
、

即
ち
何
に
在
り
や
學
に
非
ざ
る
こ
と
。
正
に
講
説
論
議
の
功
と
爲
す
に
沾
沾

と
す
る
を
待
た
ざ
る
な
り
。（
37
）

　
右
は
書
簡
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。盧
文
弨
は「
窮
経
」と
は「
理
を
研
め
る
に
在
り
」

と
断
言
す
る
。
更
に
「
理
」
を
明
ら
か
に
す
る
方
途
は
、「
時
時
省
察
」・「
処
処
体

験
」
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
謂
朱
子
の
言
う
「
窮
理
格
物
」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
通
常
い
わ
れ
て
い
る
校
勘
学
者
と
し
て
の
盧
文
弨
で
は
な
く
、
完
全
に

理
学
者
と
し
て
の
盧
文
弨
の
相
貌
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
年
は
朱
縉
に
宛
て
て
先
の
「
荅
朱
秀
才
理
斎
縉
書
」
と
「
与
理
斎
書
」・「
再

荅
理
再
書
」
の
合
計
三
通
の
書
簡
を
製
作
し
て
い
る
。
二
通
目
の
「
与
理
斎
書
」

を
み
る
と
先
述
し
た
盧
文
弨
の
科
挙
と
理
学
に
関
す
る
問
題
を
顕
著
に
示
す
部
分

が
あ
る
。

曩
の
丁
丑
、
禮
闈
に
分
校
し
、
山
左
の
一
巻
を
得
、
其
の
人
必
ず
正
氣
な
ら

ん
と
決
し
、
薦
む
る
も
後
主
者
の
許
可
を
爲
さ
ず
、
將
に
牓
を
開
く
を
次
め

ん
と
し
、
猶
其
の
巻
を
抱
き
堂
に
上
り
力
争
す
る
も
、
竟
に
得
る
能
は
ず
。

近
ご
ろ
數
科
の
中
に
て
、
未
だ
曽
て
此
の
事
有
ら
ず
。
此
れ
に
因
り
通
國
傳

聞
し
、
且
つ
僕
之
れ
が
爲
に
墮
涙
せ
し
者
と
謂
ふ
。
後
に
其
の
人
來
り
て
見

る
に
、
乃
ち
昌
樂
の
閻
君
名
は
循
觀
、
果
た
し
て
道
學
の
君
子
な
り
。
再
進

再
黜
す
れ
ば
、
即
ち
僕
も
亦
其
の
姑
く
少
し
く
文
格
を
變
じ
俗
に
諧
ふ
こ
と

を
勸
む
。
而
し
て
此
れ
君
瞿
然
と
し
て
容
を
正
し
、
以
て
對
ふ
る
能
は
ず
。

丙
戌
に
至
り
、
始
め
て
識
者
に
賞
せ
ら
れ
、
之
を
高
列
に
置
く
、
官
を
得
て

考
功
主
事
た
り
、
三
年
に
し
て
歸
る
を
告
げ
、
里
中
に
卒
す
。（
38
）

　
乾
隆
二
十
二
年
の
会
試
に
お
い
て
盧
文
弨
は
閻
循
観
の
答
案
を
合
格
と
し
て
推
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薦
し
た
が
、
結
局
、
主
査
の
認
め
る
所
と
な
ら
ず
、
不
合
格
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

盧
文
弨
は
閻
の
合
格
に
つ
い
て
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
た
が
、
不
合
格
を
覆
す
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
科
挙
で
こ
の
よ
う
な
論
争
に
な
る
こ
と
は
希
で
あ
っ
た

と
み
え
、こ
の
話
は
全
国
的
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
此
の
話
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

試
験
後
に
閻
循
観
は
盧
文
弨
と
面
晤
し
て
い
る
。
こ
の
時
盧
文
弨
は
試
験
の
時
の

文
体
を
少
々
変
え
る
よ
う
に
忠
告
し
て
い
る
。ま
た
盧
文
弨
の「
閻
考
功
懐
庭
哀
辞
」

に
お
い
て
も
こ
の
会
見
の
時
と
そ
の
後
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

君
は
試
の
前
に
余
の
爲
る
所
の
亡
室
桑
孺
人
行
略
を
得
て
之
を
讀
み
、
惻
惻

然
と
し
て
中
に
動
く
こ
と
有
る
が
若
し
と
言
ひ
、
能
く
之
を
質
言
し
て
情
事

も
亦
曲
盡
せ
り
と
謂
ふ
な
り
。
君
余
の
文
を
好
み
、
余
君
の
文
を
好
む
、
其

の
相
合
す
る
も
亦
自
ら
偶
然
な
ら
ざ
る
者
有
り
。
自
後
試
屡
々
利
あ
ら
ざ
る

も
、
君
其
の
道
を
守
り
自
若
た
り
。
三
十
一
年
の
會
試
に
至
り
、
余
又
分
校

の
列
に
與
る
。
掲
榜
の
日
、
唱
名
第
九
に
至
る
。（
39
）

　
つ
ま
り
、
お
互
い
に
一
見
し
て
肝
胆
相
照
ら
す
仲
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
後
閻
循
観
は
乾
隆
三
十
一
年
に
進
士
と
な
っ
て
い
る
。

　
何
故
盧
文
弨
が
力
争
し
て
ま
で
閻
循
観
の
合
否
こ
だ
わ
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
先

述
し
た
劉
光
南
の
件
と
同
様
、
閻
循
観
が
理
学
に
優
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
「
与
理
斎
書
」
の
文
に
「
果
た
し
て
道
学
の
君
子
な
り
」
と
あ
る

文
言
が
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
盧
文
弨
は
学
政
・
分
校
と
い
う
視
点
に
立
っ

た
時
、
な
に
よ
り
も
理
学
を
重
視
し
、
理
学
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、『
抱
経
堂
文
集
』
の
中
か
ら
盧
文
弨
の
理
学
に
関
す
る
部
分
を
概
観
し

て
き
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
理
学
に
対
す
る
積
極
的
肯
定
で
あ
る
。

盧
文
弨
の
こ
の
よ
う
な
言
辞
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
先
に
引
用
し
た
「
書
楊
武

屏
先
生
雑
諍
後
」
中
の
「
人
の
學
を
爲
す
や
、其
の
徑
途
各
々
よ
り
て
入
る
所
有
り
」

と
い
う
言
説
、
更
に
、
学
問
を
六
種
類
に
分
類
し
た
上
で
、「
其
の
能
く
兼
ぬ
る
所

の
者
有
る
は
、
尤
も
貴
ぶ
に
足
る
な
り
」
と
述
べ
る
こ
の
部
分
が
、
盧
文
弨
の
学

問
に
対
す
る
観
念
の
特
色
を
極
め
て
表
出
し
て
い
る
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
盧
文
弨
に
と
っ
て
は
学
問
の
兼
採
こ
そ
尊
ぶ
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
理
学
と
考
拠
学
は
対
立
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
並
存
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
当
時
の
思
想
界
は
理
学
と
考
拠

学
が
対
立
し
、
相
争
う
と
い
う
よ
う
な
図
式
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か

に
乾
嘉
の
学
術
と
い
え
ば
、
考
拠
学
全
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事

実
で
あ
り
、
ま
た
戴
震
ら
の
よ
う
に
反
理
学
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
る
学
者
も

い
た
。
し
か
し
、
多
く
は
朱
子
や
そ
の
他
の
理
学
者
の
文
献
の
取
り
扱
い
の
誤
謬

に
は
批
判
的
で
あ
る
も
の
の
、
科
挙
や
理
学
が
体
制
教
学
で
あ
る
関
係
上
、
全
面

的
に
理
学
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
盧
文
弨
の
場
合
は
既
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
理
学
と
考
拠
学
・
校
勘
学
は
扞
格

す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
並
存
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
学
問
に
対
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
理
学
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
科
挙
の
試
験
官
の
立
場
か
ら
理
学
者
を
採
用
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
種
の
経
世
致
用
の
学
と
し
て
、
政
治

上
有
効
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
盧
文
弨
は
理
学
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
も
し
盧
文
弨
の
思
想
の
中
で
公



131（若松）盧文弨の理学観　－乾嘉時代の漢宋兼採－

私
の
区
分
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
理
学
は
主
に
公
的
な
部
分
を
占
め
る
学
問

で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（
1
）
江
藩

　「
国
朝
宋
学
淵
源
記
」『
国
朝
漢
学
師
承
記
』
所
収

　
中
華
書
局

　

一
九
八
三
年

　
一
五
四
頁

（
2
）
吉
田
純

　『
清
朝
考
証
学
の
群
像
』　
創
文
社

　
二
０
０
六
年

　
一
一
四
頁

（
3
）
盧
文
弨

　『
抱
経
堂
文
集
』　
中
華
書
局

　
一
九
九
０
年

　
五
二
頁

　「
吾
族

之
在
浙
中
者
、
以
東
陽
爲
最
著
。
前
明
弘
治
朝
有
名
御
史
正
夫
先
生
格
者
、
以
理

學
名
」

（
4
）
前
掲
書

　
一
頁

　「
曾
祖
父
承
芳
、
明
末
建
平
令
、
有
治
績
。
祖
父
之
翰
、

有
春
柳
堂
詩
」

（
5
）
前
掲
書

　
六
九
頁

　「
遂
廢
擧
子
業
、
壹
意
爲
詩
、
不
假
縄
削
而
自
工
」

（
6
）
徐
世
昌
等

　『
清
儒
学
案
』
巻
二

　
中
華
書
局

　
二
０
０
八
年

　
一
八
七
七

頁
　「
盧
存
心
、
初
名
琨
、
字
玉
巖
、
仁
和
人
。
恩
貢
生
。
父
之
翰
、
少
孤
力
學
、

喜
爲
詩
、
晩
與
馮
景
・
王
玉
樞
結
詩
社
。
景
以
女
妻
之
、
受
業
於
餘
山
、
與
弢
甫

以
道
義
相
切
劘
、
亦
雄
於
詩
。
乾
隆
元
年
、
擧
博
學
鴻
詞
、
報
罷
」

（
7
）『
清
史
稿
』巻
四
百
八
十

　
中
華
書
局

　
二
０
０
三
年

　
一
三
一
四
八
頁

　「
勞

史
、字
麟
書
、餘
姚
人
。
世
爲
農
。
少
就
傅
讀
書
、長
躬
耕
養
父
母
、夜
則
被
巻
莊
誦
。

（
中
略
）
繼
讀
朱
子
近
思
録
、
立
起
設
香
案
、
北
面
稽
首
曰
、
吾
師
在
是
矣
。
常
自

刻
責
、
謂
天
之
命
我
者
、
若
君
之
詔
臣
、
父
之
詔
子
。
一
廢
職
、
即
膺
嚴
譴
、
一

墜
家
業
、
即
窮
無
所
歸
、
可
不
慎
哉
。
其
論
學
以
爲
始
於
不
妄
語
、
不
妄
動
、
即

極
諸
至
誠
無
息
」

（
8
）
前
掲
書

　
一
三
一
四
八
頁
「
有
鬭
爭
、
就
史
質
、
往
々
置
酒
求
解
」

（
9
）
前
掲
書

　
一
三
一
四
八
頁

　「
門
人
桑
元
調
自
錢
塘
來
謁
、論
學
數
日
。
將
別
、

送
之
曰
、
吾
壽
不
過
三
年
、
恐
復
不
相
見
。
行
矣
努
之
。
後
三
年
九
月
、
謂
門
人

汪
鍳
曰
、
不
過
今
月
、
吾
將
去
矣
。
遂
徧
詣
親
友
家
、
與
老
者
言
所
以
敎
、
少
者

言
所
以
學
。
令
家
人
治
木
飭
後
事
、
晦
前
一
夕
、
沐
浴
更
衣
、
移
榻
正
寢
、
炳
燭

晏
座
如
平
時
、
旋
就
寢
。
明
晨
、
撫
之
冰
矣
。
調
元
爲
刻
其
遺
書
十
巻
」

（
10
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
七
０
頁

　「
姚
江
餘
山
先
生
、
性
行
誠
篤
、
所
學
一

本
程
・
朱
。
布
衣
無
尺
寸
之
勢
、
而
郷
人
望
而
生
敬
、
薫
其
徳
以
勉
爲
善
良
者
比

比
也
。
先
師
桑
弢
甫
先
生
、
少
年
豪
邁
、
不
可
一
世
、
而
獨
折
節
於
餘
山
、
以
所
著
、

示
先
徴
士
敬
甫
府
君
。
府
君
署
其
後
自
稱
私
淑
弟
子
」

（
11
）
柳
詒
徴

　「
盧
抱
経
先
生
年
譜
」『
中
央
大
学
国
学
図
書
館
年
刊
』
所
収

　

一
九
二
八
年

　
二
三
頁

（
12
）
前
掲
書

　
二
三
頁

（
13
）
前
掲
書

　
二
三
頁

（
14
）
王
鐘
翰
点
校

　『
清
史
列
伝
』
巻
六
七

　
中
華
書
局

　
一
九
八
七
年

　

五
三
三
五
頁

　「
桑
調
元
、
字
伊
佐
、
浙
江
錢
塘
人
、
父
天
顯
、
性
至
孝
、
親

病
、
膈
合
羊
脂
、
和
粥
以
進
。
親
死
、
抱
鐺
而
哭
。
人
爲
繪
抱
鐺
圖
。
元
調
少
有

異
才
、
下
筆
千
言
、
屈
其
儕
輩
。
年
十
五
、
受
業
於
史
、
得
聞
性
理
之
學
。
性
耿

介
、
不
妄
交
人
、
尤
嚴
取
與
之
辨
。
雍
正
四
年
、
擧
順
天
郷
試
、
十
一
年
、
會
試

後
、
遴
選
擧
人
之
明
習
性
理
者
、
得
八
人
、
調
元
與
焉
。
特
旨
賜
進
士
、
授
工
部

主
事
。
丁
父
憂
、
盧
墓
三
年
、
服
闋
補
官
。
釐
正
規
約
、
吏
餽
以
羨
金
、
卻
不
受
。

旋
引
疾
歸
。
嘗
主
九
江
濂
溪
書
院
、
構
須
友
堂
、
祠
史
、
以
著
淵
源
有
自
。
又
闢

餘
山
書
屋
於
東
皋
別
業
、
友
敎
四
方
之
士
、
一
以
程
・
朱
以
爲
法
。
晩
主
濼
源
書
院
、

益
暢
師
説
。
著
有
論
語
説
二
巻
、
所
言
皆
闡
集
注
未
盡
義
、
頗
爲
細
密
。
又
躬
行

實
踐
録
十
五
巻
、
言
敬
、
言
仁
、
一
宗
程
・
朱
、
持
論
亦
極
醇
正
。
其
時
文
縦
横

排
奡
、
自
成
一
家
。
有
弢
甫
集
八
十
四
巻
。
乾
隆
三
十
六
年
、
卒
、
年
七
十
七
」
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（
15
）
吉
田
純

　
前
掲
書

　
一
一
四
頁

（
16
）
徐
世
昌
等

　
前
掲
書

　
巻
三

　
二
七
五
九
頁

　「
抱
經
奉
父
師
之
教
、
爲
勞

餘
山
再
傳
之
弟
子
、
後
乃
以
考
訂
校
讐
名
。
其
學
博
采
衆
説
、
擇
善
而
從
、
往
往

折
衷
於
義
理
。
此
其
異
於
掲
漢
學
之
幟
以
與
排
擯
宋
儒
者
。
述
抱
經
學
案
」

（
17
）
盧
文
弨
の
校
勘
学
に
つ
い
て
の
論
文
は
多
数
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ

る
と
、
欧
陽
烔
「
盧
文
弨
生
平
著
述
及
校
讎
書
目
考
略
」『
東
呉
大
学
中
国
文
学
系

系
刊
』
所
収

　
第
一
期

　
一
九
七
五
年
、
許
殿
才
「
盧
文
弨
校
勘
学
述
」『
史
学
史

研
究
』
第
三
期
所
収

　
一
九
八
八
年
、許
殿
才
「
盧
文
弨
校
勘
学
的
歴
史
地
位
」『
社

会
科
学
輯
刊
』
第
一
期

　
一
九
九
０
年
、
等
が
あ
る
。

（
18
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
三
０
０
頁

　「
吾
少
時
性
情
直
戇
、
不
耐
委
曲
、
又
讀

書
不
多
、
益
友
亦
少
、
至
今
不
能
研
求
義
理
之
精
微
、
補
我
之
闕
、
縄
我
之
非
。

誠
不
能
無
望
於
吾
弟
。
吾
意
中
所
欲
言
者
、
亦
不
可
不
爲
弟
盡
也
」

（
19
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
三
０
一
頁

　「
吾
生
時
正
値
家
中
匱
乏
之
際
。
四
・
五
歳

時
、
祖
父
母
親
撫
養
之
。
稍
長
、
於
猥
賤
之
事
無
所
不
爲
。
嘗
糴
得
官
米
、
吾
晩

從
學
堂
歸
、
恒
自
舂
也
」

（
20
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
三
０
一
頁

　「
吾
時
讀
書
、
不
知
門
径
所
從
入
、
好
鈔
書
、

亦
非
世
間
希
見
之
本
。
徒
費
日
力
於
此
、
而
不
知
務
乎
其
所
當
務
也
」

（
21
）
張
波

　「
柳
詒
徴
盧
抱
経
先
生
年
譜
補
遺
」『
中
華
文
明
史
綱
』
一

　
二
九
所

収
　
二
０
０
七
年

　
二
頁

（
22
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
一
六
０
頁

　「
　
余
年
十
五
・
六
、
從
人
借
書
讀
、
即
鈔

之
。
久
之
、
患
諸
書
文
字
多
謬
誤
、
頗
有
志
於
校
勘
」

（
23
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
一
四
四
頁
「
此
書
別
朱
・
陸
之
學
之
異
、
較
然
明
白
、

學
者
熟
觀
之
、庶
不
爲
曲
説
所
誤
。（
中
略
）
自
此
書
出
、知
二
家
之
學
必
不
可
強
同
。

陸
氏
之
學
實
出
於
禅
、
蓋
終
其
身
弗
變
。
而
朱
子
之
學
則
屡
變
而
始
定
。
故
有
始

同
終
異
、
絶
無
始
異
終
同
。
觀
其
援
據
詳
確
、
爬
抉
底
蘊
、
陸
氏
之
爲
襌
也
信
然
。

吾
怪
夫
人
之
惑
、
固
有
不
可
解
者
。
近
時
人
又
有
爲
陸
子
學
譜
及
朱
子
晩
年
全
論
・

朱
子
不
惑
録
等
書
、
不
過
復
襲
程
王
之
唾
餘
而
少
變
其
説
、
以
爲
朱
子
晩
年
其
學

與
陸
氏
合
、
其
論
與
陸
氏
異
。
此
語
更
齷
齪
不
足
辨
、
顧
反
痛
詆
此
書
。
無
知
之

人
道
聽
塗
説
、
是
誠
何
心
哉
」。

（
24
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
一
六
０
頁

　「
人
之
爲
學
也
、
其
徑
途
各
有
所
從
入
。

爲
理
學
者
、
宗
程
・
朱
、
爲
經
學
者
、
師
賈
・
孔
、
爲
博
綜
之
學
者
、
希
踪
貴
與
・

伯
厚
、
爲
詞
章
之
學
者
、
方
軌
子
雲
・
相
如
、
爲
鈔
撮
之
學
者
、
則
漁
獵
乎
初
學
記
・

藝
文
類
聚
諸
編
、
爲
校
勘
之
學
者
、
則
規
橅
乎
刊
誤
・
考
異
諸
作
。
人
之
力
固
有

所
不
能
、
兼
抑
亦
關
乎
性
情
、
審
其
近
而
從
事
焉
。
將
終
身
以
之
、
而
後
可
以
發

名
成
業
。
其
能
有
所
兼
者
、
尤
足
貴
也
」

（
25
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
十
頁

　「
文
弨
弱
冠
執
經
於
桑
弢
甫
先
生
之
門
、
聞

先
生
説
中
庸
大
義
、
支
分
節
解
、
綱
擧
目
張
、
而
中
間
脈
絡
無
不
通
通
貫
融
洽
。

先
生
固
以
爲
所
得
於
朱
子
者
如
是
。（
中
略
）
文
弨
亦
幸
得
竊
聞
緒
餘
。
於
試
按
寶

慶
日
、
諸
生
循
例
講
書
。
有
以
君
子
中
庸
一
章
進
講
者
、
與
吾
素
所
聞
於
吾
師
者

未
有
合
也
。
因
擧
吾
師
之
説
以
爲
諸
生
正
告
焉
。
既
有
以
所
著
中
庸
圖
説
以
來
質
者
、

則
新
化
生
員
劉
光
南
也
。
其
所
解
平
易
切
實
、
多
與
吾
舊
所
聞
合
、
而
又
本
朱
子

相
當
相
對
之
語
、以
爲
之
圖
。（
中
略
）
及
入
試
、劉
生
又
冠
其
曹
、其
文
能
以
理
勝
、

迥
異
乎
矜
才
使
氣
以
求
見
長
者
、
益
信
其
有
得
於
儒
先
之
旨
深
也
。
吾
房
師
漢
陽

孫
楚
池
漢
先
生
、
嘗
寓
書
敎
文
弨
宜
昌
明
理
學
、
毋
務
華
而
棄
實
。
顧
所
至
殊
不

易
得
、
既
得
劉
生
、
亟
擧
以
告
」

（
26
）
柳
詒
徴

　
前
掲
論
文

　
三
五
頁

（
27
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
一
四
三
頁

　「
往
時
見
章
楓
山
與
東
陽
盧
正
夫
書
、
議

其
著
論
之
失
、
私
亦
疑
其
用
意
過
當
、
或
有
未
純
。
近
乃
得
荷
亭
辨
論
觀
之
、
始

知
其
覃
精
研
思
、
實
有
灼
見
、
唯
理
之
至
是
者
爲
歸
。
不
輕
徇
古
人
、
此
乃
其

所
以
深
信
古
人
。
百
年
前
、
蕭
山
毛
氏
立
論
務
與
朱
子
駁
、
幾
於
戟
手
裂
眦
相
向
。
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微
論
其
所
言
非
也
、
即
其
氣
象
、
已
迥
與
儒
者
不
侔
矣
。
前
輩
山
陰
沈
徴
君
冰
壺

清
玉
尚
沿
其
餘
風
、
余
嘗
微
諌
之
。
徴
君
大
笑
而
起
。
朱
子
之
視
聖
人
、
固
當
不
同
、

謂
其
言
一
無
可
議
、
是
無
所
用
其
思
者
也
。
因
一
二
未
安
而
遂
并
疑
其
餘
、
夫
豈

可
哉
。
此
書
論
經
而
兼
及
古
今
之
事
績
、
往
々
多
創
獲
、
讀
之
犁
然
有
當
焉
。
間

有
與
朱
子
異
者
、
夫
非
好
爲
異
（
中
略
）
且
恐
世
人
尊
朱
太
甚
、
一
聞
有
異
同
、

便
以
爲
必
無
可
採
、
則
深
昧
作
者
之
意
矣
」

（
28
）
永
瑢
等
撰

　『
四
庫
全
書
総
目
』　
中
華
書
局

　
一
九
九
五
年

　
一
０
九
五
頁

　

「
大
抵
持
論
詭
異
、
攻
撃
朱
子
之
説
、
往
往
過
當
」

（
29
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
六
一
頁
「
乃
去
年
寄
來
二
林
居
制
義
一
册
、
開
巻
見

自
序
、即
有
大
不
愜
意
者
。
夫
年
兄
之
深
於
禪
學
、夫
人
而
知
之
、即
己
亦
不
自
諱
也
。

僕
自
相
識
以
來
、
至
今
巳
二
十
餘
年
、
交
情
益
熟
而
未
嘗
與
年
兄
論
禪
、
亦
未
嘗

砭
年
兄
之
爲
禪
。
誠
以
造
化
之
奥
、
鬼
神
之
祕
、
未
能
研
究
洞
徹
、
於
彼
家
之
言

又
素
未
嘗
參
討
、
夫
人
之
質
性
固
有
各
適
其
所
適
而
不
能
自
反
者
。
古
來
禪
學
中

之
爲
忠
臣
、爲
孝
子
者
復
何
限
、不
必
概
行
抹
殺
也
。
吾
但
取
年
兄
恬
潔
直
諒
而
已
」

（
30
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
六
一
頁

　「
今
者
以
時
文
詮
孔
子
・
孟
子
之
言
、
而

序
乃
託
於
夢
中
之
二
境
以
標
明
旨
趣
、
固
已
褻
越
而
不
尊
矣
。
乃
一
則
夢
爲
老
師

擁
皋
比
、
闡
羲
・
文
・
周
・
孔
之
教
、
圜
而
聽
者
百
千
人
、
而
樂
之
已
。
又
夢
爲

衲
子
、空
山
趺
座
、六
根
蕭
寂
、五
蘊
廓
然
、則
樂
之
。
何
年
兄
此
中
之
紛
而
不
静
也
。

夫
夢
成
於
因
、
年
兄
有
自
賢
之
見
、
而
以
爲
百
千
人
皆
莫
己
若
也
、
是
以
夢
之
中

有
此
一
境
也
。
若
衲
子
、
殆
似
所
云
夙
根
者
、
今
但
未
祝
髪
耳
。
使
於
斯
而
詮
金
剛
、

釋
楞
嚴
也
者
、
吾
又
何
責
。
乃
今
以
冠
四
書
義
之
編
、
豈
其
倫
哉
。
援
儒
而
入
於

墨
且
不
可
、
況
抑
大
聖
大
賢
而
使
之
皆
出
於
西
方
氏
之
教
、
則
得
罪
於
名
教
甚
大
」

（
31
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
六
二
頁

　「
今
年
兄
所
云
小
儒
、
所
云
臆
説
何
人
乎
。

是
明
明
指
朱
子
而
已
矣
。
朱
子
大
儒
、
古
今
駁
難
不
一
、
其
於
朱
子
無
傷
也
。
而

年
兄
乃
肆
筆
逞
臆
、
不
顧
所
安
如
此
。
即
以
前
輩
而
論
、
意
見
各
殊
。
尚
當
婉
約

其
辭
、
寧
謂
朱
子
而
可
横
詈
若
斯
也
。
首
編
如
此
、
是
以
未
及
徧
觀
。
蓋
雖
有
他

作
之
合
理
者
、
而
亦
無
救
於
此
之
離
經
而
畔
道
救
矣
。
及
得
年
兄
書
、
自
擧
數
題
、

謂
朴
實
説
理
、
正
發
明
洙
泗
之
傳
、
程
・
朱
之
奥
。
僕
因
取
而
覆
閲
。
如
自
古
皆

有
死
編
後
自
記
云
、
惟
此
一
事
實
、
餘
二
即
非
真
、
案
此
二
語
本
出
法
華
經
、
事

本
作
法
字
」

（
32
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
六
三
頁

　「
今
爲
年
兄
計
、
莫
若
擇
其
大
害
理
者
亟

火
之
」

（
33
）
戴
震

　『
戴
震
全
書
』
巻
六

　
黄
山
書
社

　
二
０
一
０
年

　
三
五
九
頁

　「
足

下
所
主
者
、
老
・
莊
・
佛
・
陸
・
王
之
道
。
而
所
稱
引
、
盡
六
經
・
孔
孟
・
程
朱

之
言
。
誠
愛
其
實
乎
、
則
其
實
遠
於
此
。
如
誤
以
老
・
莊
・
佛
・
陸
・
王
之
實
爲

其
實
、
則
彼
之
言
、
親
切
著
明
、
而
此
費
遷
就
傅
合
、
何
不
示
以
親
切
著
明
者
也
」

（
34
）
戴
震

　
前
掲
書

　
三
六
０
頁

　「
所
愛
者
、
釋
氏
之
實
也
、
愛
其
實
而
棄
其
名
、

借
其
名
而
陰
易
其
實
、
皆
於
誠
有
虧
」

（
35
）
戴
震

　
前
掲
書

　
三
六
０
頁

　「
然
僕
之
私
心
、
期
望
於
足
下
、、
猶
不
在
此
。

程
・
朱
以
理
爲
如
有
物
焉
、
得
於
天
而
具
於
心
、
啓
天
下
後
世
人
々
憑
在
己
之
意

見
而
執
之
曰
理
、以
禍
斯
民
、更
淆
以
無
欲
之
説
、於
得
理
益
遠
、於
執
其
意
見
益
堅
、

而
禍
斯
民
益
烈
。
豈
理
禍
斯
民
哉
」

（
36
）
Ｂ
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン 

『
哲
学
か
ら
文
献
学
へ
』（
原
題From

　 Philosophy

　

to Philology

）
馬
淵
昌
也
・
林
文
孝
・
本
間
次
彦
・
吉
田
純
訳

　
知
泉
書
院

　

二
０
一
四
年

　
二
０
頁

（
37
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
七
０
頁

　「
讀
來
書
陳
義
甚
高
、
夫
雜
學
不
如
經
學
、

而
窮
經
之
道
又
在
於
研
理
。
理
何
以
明
。
要
在
身
體
而
力
行
之
、
時
時
省
察
、
處

處
體
験
、
即
米
鹽
之
瑣
、
寝
席
之
褻
、
何
在
非
道
、
即
何
在
非
學
。
正
不
待
沾
沾

於
講
説
論
議
爲
功
也
」

（
38
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
二
七
二
頁

　「
曩
丁
丑
文
校
禮
闈
、
得
山
左
一
巻
、
決
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其
人
必
正
氣
、
薦
後
不
爲
主
者
許
可
、
將
次
開
牓
、
猶
抱
其
巻
上
堂
力
争
、
竟
不

能
得
。
近
數
科
中
、
未
曽
有
此
事
。
因
此
通
國
傳
聞
、
且
謂
僕
爲
之
墮
涙
者
。
後

其
人
來
見
、
乃
昌
樂
閻
君
名
循
觀
、
果
道
學
君
子
也
。
再
進
再
黜
、
即
僕
亦
勸
其

姑
少
變
文
格
諧
俗
。
而
此
君
瞿
然
正
容
、
以
不
能
對
。
至
丙
戌
、
始
見
賞
於
識
者
、

置
之
高
列
、
得
官
考
功
主
事
、
三
年
告
歸
、
卒
於
里
中
」

（
39
）
盧
文
弨

　
前
掲
書

　
四
六
０
頁

　「
君
言
試
前
得
余
所
爲
亡
室
桑
孺
人
行
略

讀
之
、
惻
惻
然
若
有
動
於
中
、
謂
能
質
言
之
而
情
事
亦
曲
盡
也
。
君
好
余
文
、
余

好
君
文
、
其
相
合
亦
自
有
不
偶
然
者
。
自
後
試
屡
不
利
、
君
守
其
道
自
若
。
至

三
十
一
年
會
試
、
余
又
與
分
校
之
列
。
掲
榜
日
、
唱
名
至
第
九
」
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